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旧国立駅舎 ＜利活用＞ リポート



期間中の来館者数

77,441人
１日あたり平均来館者数 1,269人

プレイピアノ: 演奏参加者数

378人
（利用率推定72.1%)

スペース利活用率

86.9％
※「通常運営」に加え、いずれかのスペースが

「イベント利用」されている、
利活用”稼働”日数比率です

x (旧Twitter)

40件
旧国立駅舎 @Q_ekisha

まちの魅力を発信する

期間中の

単日最多来館者数 2,936人（ 2023/7/15(土) ）

データでみる
令和5年

7/ 1〜8/31

まち案内所の

物販売上額

569,053円

イベント利用件数
旧駅舎スペース利用イベント承認数

20件
P.2

数宇で見る旧国立駅舎 7月～8月 ＜利活用 成果＞

※ 8/25(金)は定期メンテナンスのため臨時休館



イベント（施設使用）実績

1

P.3

アコースティック サマーコンサート

開催日 ： 7/8(土)～7/9(日)
使用施設： 広間
主催 ： アコースティックサウンド愛好会

ほとんど満席でこどもから高齢者までの多様な層が集まりました。
夏らしいポピュラーな音楽が多く、口ずさんだりしながら続けて聴く観客も見受けられ沢山の拍手を浴びていました。

二日間にわたり18組のアマチュアミュージ

シャンたちが、アコースティックギターや

ウクレレなどの楽器で歌や演奏を披露。

夏のひとときをフォークソング、J-POP、

ブルース、ボサノヴァ、昭和歌謡などの

音楽でお楽しみください。



イベント（施設使用）実績

国立音楽堂 （ノミノイチ連動DJ企画）

開催日 ： 7/15（土）
使用施設： 広間＋展示室
主催 ： 三画舎
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P.4
同日、北口で開催された「国立ノミノイチ」と連動した、音楽に親しむDJ 企画。ターンテーブルを置いた展示室がDJブース
となり、広間では狙い通りビール片手に音楽を楽しむ方が見られ、他の来館者からは「雰囲気が良いですね」とのお声も。

北口の様子(当日)

DJパフォーマンス

← 期間中の来館者数1位



イベント（施設使用）実績

P.5

3プレイピアノデー7月（テーマ：夏）

開催日 ： 7/16(日)
主催 ： 旧国立駅舎

・ 7月はノミノイチ2日目の日に開催し、前日に続き「ビールと音楽」を楽しめることを意図しました。テーマは「夏」。
・８月のピアノデーは、開催日およびテーマは例年と同じで、8月15日「平和」。この日程で開催中の展示イベントとも連動した設定です。

プレイピアノデー8月（テーマ：平和）

開催日 ： 8/15(火)
主催 ： 旧国立駅舎
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イベント（施設使用）実績

5 旧駅舎で“二胡”！

開催日 ： 7/22（土）
使用施設： 広間 + 屋外(東側)
主催 ： 岩本薫美子

P.6
中国の伝統的な弦楽器「二胡」のコンサート。二胡の美しい音色とプチ講座もあり、観客を楽しませました。
主催者である二胡教室の先生によると、他の弦楽器に挫折した方が「弦が2本だから」とチャレンジすることもあるそうです。

参加アーティスト18組！



イベント（施設使用）実績
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P.7

第3回 SDGs 全国子どもポスターコンクール受賞作品展

開催日 ： 7/28(金)～8/3(木)
使用施設： 広間
主催 ： SDGs全国子どもポスターコンクール実行委員会

（NPO法人子ども大学くにたち内）

昨年のコンクール受賞作品を展示し、今年のポスターコンクールの募集についてもPR。
夏休み期間中ということもあり、小学生がクイズコーナーに挑戦している姿も見られました。

有料適用

2023年度 第4回
ポスターコンクール

募集ポスター

SDGs 万博

クイズコーナーも設置



イベント（施設使用）実績

P.8

こども新聞づくりワークショップ

開催日：7/29(土) 使用施設：展示室 主催：国立市観光まちづくり協会

新聞作りという「探求学習」の要素を取り入れて、楽しく学ぶ夏休みの自由研究に。「くにたち」への愛着、「まちづくり」への関心を持ってもらうためのきっかけづくりに。
そのようなことを目的として、小中学生を対象に開催。貸し出された一眼レフカメラを持って、旧国立駅舎を子どもたちが取材しました。

有料適用
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イベント（施設使用）実績
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P.9

中央線沿線「国立学講座」

開催日 ： 7/30(日)
使用施設： 展示室
主催 ： 国立市観光まちづくり協会

大学町国立の歴史とゆかりある文化人（作家・芸術家）たちの地元での活動やエピソードを中央線沿線「国立学」として座学紹介しました。
参加者から好評を得て、第2弾、第3弾が企画されています。



イベント（施設使用）実績
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P.10

電気使用安全月間＜うちわの配布＞

開催日 ： 8/3(木)
使用施設： 屋外(南側)
主催 ： 関東電気保安協会

経済産業省が中心となって唱えている電気使用月間にともない、数年前に国立市に移転した
関東電気保安協会の多摩事業部による竹製の「うちわ」の配布。
併せて「電気の安全と省エネルギー」のパンフレットの配布も行い安全について啓発しました。



イベント（施設使用）実績
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P.11

原爆とえんぴつ。2023「ふつうの日になったのか 原爆の日」展

開催日 ： 8/4(金) ～ 8/15(火)
使用施設： 展示室
主催 ： 「ふつうの日になったのか 原爆の日」展実行委員会、国立市市長室

広島と長崎に原子爆弾が投下された1945年8月6日と8月9日。この「原爆の日」を「ふつうの日」にしないために、皆さまから寄せられた「一行のコトバ」を、広島市の高校
生と被爆者が共同で制作した「原爆の絵」と合わせた映像作品として展示しました。



イベント（施設使用）実績

P.12

11
音筆で聞く

「私の八月十五日」パネル展 2023

開催日 ： 8/4(金) ～ 8/15(火)
使用施設： 広間
主催 ： 今人舎

「8･15朗読･収録プロジェクト実行委員会」

終戦の日の記憶を文章と絵でまとめた証言集「私の八月十五日」シリーズをパネル化し、音声再生機器「音筆(おんぴつ)」を使って、証言者本人の声で体験談を聞けるようにし
た展示会です。3回目となる今年は広島・長崎での戦争体験を中心とした展示がされました。

「肉声だからこそ、伝わる真実」



イベント（施設使用）実績

P.13
東西広場で初の試みとして開催された盆踊り大会。広場では飲食物の模擬店、旧国立駅舎の敷地では、一橋祭運営委員による子ども向けのテントブースが設営され、子どもは
ゲームができたりお菓子をもらえたりしました。2日間とも雨天をうまく回避できたこともあり多くの方が来場して大盛況。
旧国立駅舎と東西広場との一体的な利活用の一つのケースとなりました。

第3回くにたち駅前盆踊り大会 子ども向けテントブース

開催日 ： 8/5(土)、8/6(日)
使用施設： 屋外(東側)
主催 ： 国立一番街商店会 (テントブースは一橋祭運営委員会が運営)
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イベント（施設使用）実績
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P.14

サマークリスマス2023

「かたつむりとキッズで考える戦争」
開催日 ： 8/18(金) ～ 8/23(火)
使用施設： 広間＋展示室
主催 ： NPO法人ワンステップかたつむり国立

主催者は、地域で自立生活を始めたしょうがいしゃの多くは「平和教育」へのアクセスが十分ではないと考え、戦争と平和について学び、発表する機会を毎年もうけてきました。
その作成したパネルの展示や発表、また東京大空襲を経験した二瓶さんの講演も開催。

二瓶治代さんの講演の様子
ピースツリー



イベント（施設使用）実績
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P.15

『OTさんと、話をしよう！』

開催日 ： 8/24(木)
使用施設： 展示室
主催 ： ワナノー

OT：作業療法士を知ってもらうワークショップ、座談会とともに、OTについての説明パネルも展示しました。
OTさんと利用当事者とで、自分の地域で身近なケアの方法を一緒に探していくチームによる対話企画。

“ 誰にでも、心と体の揺らぎはある。”



イベント（施設使用）実績
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P.16

ころろ子ども探検隊 八ヶ岳登山絵画写真展

開催日 ： 8/26(土) ～ 8/27(日)
使用施設： 広間 + 展示室
主催 ： ころろ子ども探検隊

ころろ子ども探検隊は園舎・園庭のないようちえんとして、国分寺周辺を拠点に活動をしています。
年長児の子供たちが描いた八ヶ岳登山の思い出や普段の活動写真を展示します。トークイベントも開催。



イベント（施設使用）実績
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期間中の開催日数

7月度：合計 17日間❶

❷ 8月度：合計 13日間

P.17

スマホ教室 開催！

開催日 ： 7月度～8月度 下記参照
使用施設： 屋外スペース
主催 ： ソフトバンク国立

19

16
17

J:COM「ジモト応援！つながるニュース」旧国立駅舎キーステーション

開催日 ： ７月度～８月度 ※毎週水曜日
使用施設： 屋外スペース
主催 ： J:COM (株)

健康チェック

開催日 ： 7/18(火)
使用施設： 屋外スペース
主催 ： カーブス国立

20有料適用 有料適用


